
ゆうすいゆうすい
令和4年8月16日発行 令和4年8月16日発行     第71号第71号

第1回臨時会・第２回定例会第1回臨時会・第２回定例会

主な内容
定例会の概要等‥‥‥‥ Ｐ２～
議決事項等 ‥‥‥‥‥‥Ｐ４～
一般質問 ‥‥‥‥‥‥‥Ｐ７～
議会の動き …‥‥‥‥‥Ｐ１５
トピックス …‥‥‥‥‥Ｐ１６

『歓喜あふれる！
　上場小学校水泳大会』

議会だより議会だより



第1回臨時会・第２回定例会

　第１回臨時会を５月１８日に開催し，専決処分に関する承認 4 件，教育委員会委員
の任命及び固定資産評価員の選任に伴う同意２件に関する議案が提案され，それぞれ
承認及び同意しました。
　また，第２回定例会が６月７日から６月２８日までの２２日間の会期で開催されま
した。
　本定例会では，報告２件，副町長の選任に伴う同意１件，町過疎地域持続的発展計
画の変更，町分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定及び各会計補正予算等６件，
さらに，教職員用端末等機器購入に伴う財産取得及び新型コロナウイルス感染症対策
商品券事業補助金を含む一般会計補正予算が追加で提案されました。
　ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための，２０２３年度政府予算に係
る意見書採択の陳情については，その陳情を採択し，それに伴う意見書を原案のとお
り可決しました。
　一般質問では，議員７名が２１項目について質問しました。
　なお，各議案の採決結果については，P ４から記載のとおりです。

一般会計補正予算
１億８４６１万９千円を追加

総額８０億７４６３万４千円に
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　空き家リフォーム支援事
業補助金の増額

　申請件数の増加及び見込
みによる農業機械等導入事
業補助金の増額

　長谷地区及び東中下場地
区に対するコミュニティ助
成事業補助金の計上

517万円

1,000万円

380万円

定住促進費

農業振興費

地区公民館費

　低所得の子育て世帯に対す
る子育て世帯生活支援特別給
付金及び住民税非課税世帯等
臨時特別給付金の支給に必要
な経費，並びに，町内の医療
従事者等と町民への新型コロ
ナウイルス感染症対策商品券
事業補助金及び学校給食食材
費補助金が主なもの

　新型コロナウイルスワクチ
ンの４回目接種の実施に必要
な経費の計上が主なもの

　轟小学校及び吉松小学校の
特別支援教室の増加に伴う空
調機設置に係る経費の計上

１億３，１９９万円

712万円

396万円

新型コロナウイルス
感染症緊急対策費

予防費

学校備品購入費

　放課後児童健全育成事業委
託料の増額及び放課後児童支
援員等処遇改善報酬等の計上
が主なもの

　観光客の誘致を目的とした
観光情報発信事業委託料及び
レンタサイクルを整備するた
めに必要な経費の計上が主な
もの

　吉松体育館音響設備の老朽
化に伴うシステム改修に係る
備品購入費が主なもの

181万円

1,028万円

460万円

児童福祉総務費

観光費

体育施設費
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こんなことが決まりました
議　　案 提案理由等 議決結果

第

１

回

臨

時

会

承 認
第 3 号

専決処分の承認を求める
ことについて（湧水町税
条例等の一部を改正する
条例の制定について）

商業地における固定資産税の負担調整措置や住宅
借入金等特別税額控除の延長，電子申告申請の対
象手続き拡大など湧水町税条例等の一部を改正す
る条例の制定について，地方自治法第179条第１項
の規定により専決処分したので，同条第３項に基
づきこれを報告し，承認を求めるもの

承認 全会
一致

承 認
第 4 号

専決処分の承認を求める
ことについて（湧水町国
民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定に
ついて）

国民健康保険税の医療費分課税額にかかる課税限
度額を現行の６３万円から６５万円に，後期高齢
者支援金等課税額にかかる課税限度額を現行の１
９万円から２０万円にそれぞれ引き上げる湧水町
国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
について，地方自治法第179条第一項の規定により
専決処分したので，同条第三項に基づき，これを報
告し承認を求めるもの

承認 全会
一致

承 認
第 5 号

専決処分の承認を求める
ことについて（令和４年
度湧水町一般会計補正予
算（専決第１号））

４月１日付けの人事異動及び人事院勧告に伴う期
末手当支給月数等の改正による人件費の調整に伴
い，歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１
千８百３０万８千円を減額し，歳入歳出予算の総
額を歳入歳出それぞれ７８億７千１百７０万７千
円とするもの

承認 全会
一致

承 認
第 6 号

専決処分の承認を求める
ことについて（令和４年
度湧水町水道事業会計補
正予算（専決第１号））

４月１日付の人事異動及び人事院勧告に伴う期末
手当支給月数等の改正による人件費の調整に伴う
収益的支出における営業費用の補正

承認 全会
一致

同 意
第 1 号

教育委員会委員の任命に
ついて

教育委員会の委員の任期満了に伴い，新たに湧水
町幸田在住の大牟禮博氏を教育委員会委員に任命
したいため，地方教育行政の組織及び運営に関す
る法律第４条第２項の規定により，議会の同意を
求めるもの

同意 全会
一致

同 意
第 2 号

固定資産評価員の選任に
ついて　

地方税法第404条で市町村に固定資産評価員を設
置することが規定されており，本年４月１日の住
民税務課長の人事異動に伴い，現職の大薄慎一氏
を選任しようとするもの

同意 全会
一致

第
２
回
定
例
会

報 告
第 1 号

令和３年度湧水町一般会
計予算繰越明許費繰越計
算書について

令和３年度一般会計予算を令和４年度に繰り越し
たので，地方自治法施行令第１４６条第２項の規
定により報告するもの（繰り越した事業：１５事業　
繰越額２億２９９５万３千円）

― ―

報 告
第 2 号

令和３年度湧水町水道事
業会計予算繰越計算書に
ついて

令和３年度水道事業会計予算を令和４年度に繰り
越したので，地方公営企業法第２６条第３項の規
定により報告するもの（繰り越した事業：１事業　
繰越額１２０万円）

― ―
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議　　案 提案理由等 議決結果

第

２

回

定

例

会

同 意
第 3 号 副町長の選任について

副町長の任期満了に伴い，鹿児島市在住の兼廣智
道（かねひろ　ちどう）氏を新たに副町長に選任し
たいため，地方自治法第１６２条の規定により，議
会の同意を求めるもの

同意 全会
一致

議 案
第23号

湧水町過疎地域持続的発
展計画の変更について

令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で の 過 疎 地 域
持続的発展計画の一部を変更したいため，過
疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 に 関 す る 特 別 措
置 法 第 ８ 条 第 １ ０ 項 の 規 定 に お い て 準 用 す
る同条第１項の規定により，議会の議決を求
め る も の（ 変 更 内 容：２ 産 業 の 振 興 の（ １）基
盤整備の農業で県営農地整備事業（轟地区）， 
４ 交 通 施 設 の 整 備，交 通 手 段 の 確 保 の（ １） 
市町村道の道路で，北方本線舗装補修事業及び役
場裏線舗装・排水路改修事業を新たに計画）

可決 全会
一致

議 案
第24号

湧水町分担金徴収条例の
一部を改正する条例の制
定について

自然災害の激甚化及び梅雨期の大雨の長期化に伴
う被災が近年多発していることから，町単独宅地
等災害復旧事業の事業費限度額を「５０万円」から

「２００万円」に引き上げ，また，土砂除去に併せ，
法面等の災害復旧等にも対応できるよう所要の改
正をしようとするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第25号

令和４年度湧水町一般会
計補正予算（第１号）

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ
２６６９万８千円を追加し，歳入歳出予算の総額
を歳入歳出それぞれ７８億９８４０万５千円とす
るもの（Ｐ３に主なもの記載）

原案
可決

全会
一致

議 案
第26号

令和４年度湧水町一般会
計補正予算（第２号）

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ
７０７５万７千円を追加し，歳入歳出予算の総額
を歳入歳出それぞれ７９億６９１６万２千円とす
るもの（Ｐ３に主なもの記載）

原案
可決

全会
一致

議 案
第27号

令和４年度湧水町介護保
険事業特別会計補正予算

（第１号）

令和３年度介護給付費の支払基金交付金精算
に伴う返納金の増額等に伴い，歳入歳出予算の
総額に歳入歳出それぞれ１７３３万円を追加
し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
１２億９３８２万８千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第28号

令和４年度湧水町後期高
齢者医療事業特別会計補
正予算（第１号）

後期高齢者医療負担見直しに伴う被保険者証等発
行数の変更による一般管理費の増額に伴い，歳入
歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５６万円を
追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
１億７９８６万４千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第29号 財産の取得について

令和４年度教職員用端末等機器購入事業により，
教師用端末１０４式外５品目を取得したいため，
地方自治法第９６条第１項第８号及び湧水町議会
の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に
関する条例第３条の規定に基づき，議会の議決を
求めるもの

可決 全会
一致
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議　　案 提案理由等 議決結果

第

２

回

定

例

会

議 案
第30号

令和４年度湧水町一般会
計補正予算（第３号）

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ
１億５４７万２千円を追加し，歳入歳出予算の総
額を歳入歳出それぞれ８０億７４６３万４千円と
するもの（Ｐ３に主なもの記載）

原案
可決

全会
一致

陳 情
第 1 号

ゆたかな学びの実現・教
職員定数改善をはかるた
めの，２０２３年度政府
予算に係る意見書採択の
陳情について

下段参照 採択 全会
一致

発 委
第 4 号

ゆたかな学びの実現・教
職員定数改善をはかるた
めの，２０２３年度政府
予算に係る意見書につい
て

下段参照 原案
可決

全会
一致

ゆたかな学びの実現・教職員定数改
善をはかるための，２０２３年度政
府予算に係る意見書採択の陳情につ
いて

陳情者：湧水町稲葉崎　　山口　武文　氏
　陳情は，２０２３年度政府予算編成において，下記事項が実現されるよう，地方自治法第９９
条の規定にもとづき，国の関係機関に意見書提出することを求めるもの。

記

１．中学校・高等学校での３５人学級を早急に実施すること。また，さらなる少人数学級につい　 
　　て検討すること。
２．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため，加配教員の増員や少数職種の配置増な
　　ど教職員定数改善を推進すること。
３．自治体で国の標準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよう加配の削減は
　　行わないこと。
４．複式学級を解消すること。
５．特別支援学級籍の子どもを交流学級でも在籍児童生徒数としてカウントすること。

　学級編制基準などを定めた公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の
標準に関する法律の改正に基づくもので，原案のとおり採択すべきである。

　採択した５項目を含めた「ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるた
めの，２０２３年度政府予算に係る意見書」を議会本会議に提案し，原案のとおり可決しました。
※衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣及び関係各大臣宛てに意見書を提出しました。

採 択

意見書提出

どうなった! 私の陳情書私の陳情書
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町政を問う町政を問う 7人が質問
◆一般質問目次◆

ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

小川　忍議員

１．長谷地内里道の町道認定
と改良工事について

２．霧島くりの工業団地に夢
ある未来都市建設の挑戦
について

P8
宗　照夫議員

１．職員採用計画について
２．栗野インターチェンジの
側道管理について

３．下場地区土地区画整理事
業の推進について

P12

中村  和博議員

１．地域おこし協力隊員の育成について
２．新型コロナ感染症対策について
３．観光の振興について
４．通学路交差点の安全対策について
５．過去の質問事項のその後につ
いて

P9
田原　寛文議員

１．むらづくり実践方策について
２．町道等の維持管理及び
交通安全対策について

３．住民等が訪れやすい庁
舎の環境整備について

P13

成相　大議員

中原　和見議員

１．EV充電スタンドの普及
促進について

２．マイナンバーカードの
利用促進について

３．湧水町の災害対策について

１．商工観光について
２．誘致企業について
３．町道下場老谷線（諏訪
坂）の改良について

P10

P11

森山  マスミ議員

１．地域防災等について
２．危機管理対策等について

P14

一 般 質 問
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昭
和
51
年
度
栗

野
工
業
高
校
が
長

谷
地
内
に
移
転
し
た
と
き
に
、

校
内
正
門
前
に
約
3
８
０
ｍ
の

通
学
用
バ
ス
路
線
や
地
域
住
民

の
日
常
的
生
活
及
び
、
周
辺
の

農
林
業
道
路
と
し
て
利
用
出
来

る
よ
う
に
建
設
さ
れ
、
以
来
44

年
間
活
用
さ
れ
て
い
た
道
路

が
、
誘
致
企
業
の
工
場
が
建
設

さ
れ
た
事
に
よ
っ
て
、
一
般
道

路
と
し
て
利
用
し
づ
ら
い
状
況

で
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る
。
そ
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た
め
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在
そ
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周
辺
の
里
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し
て
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、
道
幅
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狭
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、
未
舗
装
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、
周
辺
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木
々
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茂
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、
日
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的
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利
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来
る
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ま
た
、
近
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機
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、
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い
て
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、
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致
企
業
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も
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、
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討
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す
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、
現
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い
る
里
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道
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公
共
事
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道
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、
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こ
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、
重
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現
在
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惑
を
お
か
け
し
て
い
る
事
も

認
識
し
て
い
ま
す
。
延
長
が
約

5
０
０
ｍ
と
長
く
、
整
備
費
も

大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
財
源
や
現
在
進
行
中

の
道
路
事
業
等
の
精
査
を
行

い
、
適
当
な
各
種
事
業
を
検
討

し
早
め
の
実
施
を
考
え
ま
す
。

現
在
大
幅
に
人

口
減
少
が
続
く
湧

水
町
に
、
将
来
町
の
存
続
を
危

惧
す
る
た
め
、
人
口
減
少
対
策

の
一
環
と
し
て
定
住
促
進
を
目

的
と
し
た
夢
あ
る
未
来
の
ま
ち

づ
く
り
に
、
あ
の
広
大
な
土

地
約
74 

ha
を
住
居
地
・
公
園

（
森
林
公
園
）・
商
業
施
設
・
工

場
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

等
、
い
く
つ
か
の
エ
リ
ア
に
区

切
っ
た
開
発
計
画
で
あ
り
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
全
て
民
間
企

業
の
活
用
と
地
場
産
業
育
成
に

基
づ
い
た
大
規
模
な
計
画
で
、

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
九
州

縦
貫
道
と
の
連
結
で
ハ
イ
ウ
ェ

イ
オ
ア
シ
ス
や
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設
置
し
た
、

湧
水
町
独
自
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
の
夢
あ
る
未
来
都
市
の

建
設
計
画
で
あ
る
が
挑
戦
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

平
成
11
年
に
鹿

児
島
県
が
農
村
地

域
工
業
等
導
入
実
施
計
画
に
よ

り
、
総
面
積
約
74 

ha
を
、
翌
年

度
か
ら
用
地
買
収
に
着
手
し
約

96
％
が
買
収
済
（
内
２
．
９  

ha
が
相
続
等
で
未
買
収
）
の
状

況
で
あ
り
ま
す
。現
在
県
で
は
、

工
業
団
地
と
し
て
注
文
造
成
等

に
よ
る
誘
致
活
動
の
方
針
で
あ

り
ま
す
。
ご
質
問
の
湧
水
町
独

自
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の

夢
あ
る
未
来
都
市
建
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
県
有

地
で
あ
り
、
未
買
収
な
ど
用
地

の
課
題
と
事
業
を
実
施
す
る
に

は
、
財
源
確
保
の
必
要
が
あ

り
、
現
実
的
に
厳
し
い
と
考
え

ま
す
。

買
収
後
27
年
間

手
付
か
ず
状
態
で
、

町
民
か
ら
は
行
政
計
画
の
不
満

と
有
害
鳥
獣
被
害
地
の
原
因

で
あ
る
現
状
に
呆
れ
た
状
態
で

あ
る
。
買
収
は
単
年
度
で
な
く

て
も
分
割
の
方
法
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
74 

ha
の
内
15 

ha
は
町

有
地
で
あ
る
が
、
全
体
計
画
に

基
づ
い
て
こ
こ
を
先
に
開
発
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
伺
う
。

15 

ha
を
最
大
限

に
活
か
し
て
素
晴

ら
し
い
環
境
と
財
源
を
後
世
に

残
す
事
も
大
事
と
考
え
ま
す
。

こ
の
74 

ha
の
活

用
次
第
で
湧
水
町

の
将
来
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、

何
が
何
で
も
県
か
ら
の
買
収
と

開
発
計
画
に
つ
い
て
町
長
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
期
待
す
る

が
意
気
込
み
を
伺
う
。

専
門
家
の
意
見

や
企
画
コ
ン
ペ
な

ど
の
発
信
を
行
い
、
町
独
自
の

考
え
を
し
っ
か
り
伝
え
る
よ
う

な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

小川　忍 議員
長谷地内里道の町道認定と改良工事について

町
長

問問

重要と認識し実施に向け検討

町
長

町
長

一 般 質 問

霧
島
く
り
の
工
業
団
地

に
夢
あ
る
未
来
都
市
建

設
の
挑
戦
に
つ
い
て

用
地
及
び
事
業
実
施
に

は
財
源
確
保
が
必
要
で

厳
し
い
状
況

町
長

旧栗野工業高校周辺　里道図

問

問

町
長
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栗
野
岳
観
光
施
設

整
備
計
画
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。令

和
６
年
度
完
成

予
定
の
県
営
の
八

幡
地
獄
散
策
路
整
備
（
進
捗
率

27
％
）、
民
間
事
業
の
南
洲
館
リ

ニ
ュ
―
ア
ル
と
県
道
1
0
3
号

線
道
路
改
修
整
備
等
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。昨

年
度
か
ら
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
専

門
家
が
湧
水
町
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
で
来
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
多
額
の
招
聘
旅
費
等
が
必

要
な
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
中
心
の
大

会
か
ら
少
し
の
経
費
で
実
施
で

き
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
中
心

の
イ
ベ
ン
ト
に
変
え
て
は
ど
う

か
。

招
聘
者
は
幅
広
い

情
報
発
信
力
が
あ
る

の
で
こ
れ
か
ら
も
招
聘
し
た
い

と
思
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
１
回
約

5
0
0
万
円
の
経

費
を
使
う
５
回
の
全
国
大
会
・

九
州
大
会
を
は
じ
め
17
回
に
及

ぶ
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
大
会
を

開
催
し
て
い
る
が
、
多
額
の
経

費
を
使
う
招
聘
者
中
心
の
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
大
会
は
経
費
に

見
合
う
経
済
効
果
が
得
ら
れ
て

い
る
の
か
。

あ
る
程
度
の
経
済

効
果
は
得
ら
れ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

湧
水
町
で
は
現
在

11
名
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
皆
さ
ん
に
勤
務
し
て

頂
い
て
お
り
、
こ
の
貴
重
な
人

材
で
あ
る
協
力
隊
の
皆
さ
ん
に

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
て
も
ら
う
に
は
着
任
時
に

適
切
な
新
人
研
修
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
県
計
画
の
研
修
会
参

加
の
他
に
湧
水
町
の
現
状
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
湧
水
町

総
合
計
画
等
の
学
習
や
現
地
研

修
等
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

そ
の
よ
う
な
研
修

が
実
施
で
き
な
い
か

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
皆
さ
ん
の
意
見

要
望
等
を
適
切
に
把
握
す
る
た

め
定
期
的
な
協
力
隊
員
相
互
の

意
見
交
換
や
上
司
に
よ
る
意
見

聴
取
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

意
見
交
換
会
は
実

施
し
て
い
る
が
、
上

司
に
よ
る
意
見
聴
取
は
や
っ
て

い
ま
せ
ん
。

本
音
の
意
見
交
換

会
に
す
る
た
め
役
場

の
職
員
は
入
れ
ず
に
実
施
さ
せ
、

彼
ら
の
意
見
や
提
案
に
は
的
確

に
回
答
す
る
と
い
う
手
順
の
確

立
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

レ
ポ
ー
ト
の
提
出

を
含
め
そ
の
よ
う
な

手
順
を
取
り
入
れ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

勤
務
期
間
終
了
後

の
独
立
と
定
住
の
た

め
の
計
画
作
成
と
実
施
に
対
す

る
支
援
の
状
況
は
。

着
任
時
に
町
長
・

副
町
長
・
配
属
先
の

課
長
と
協
力
隊
員
の
４
者
で
協

議
し
て
い
る
が
計
画
書
作
成
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
独
立
時
の

支
援
に
は
起
業
・
事
業
継
承
支

援
補
助
金
の
制
度
が
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

議
会
が
要
望
し
た

通
学
路
交
差
点
の
安

全
対
策
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

要
望
の
あ
っ
た
町

内
６
か
所
の
交
差
点

の
う
ち
３
か
所
に
ガ
ー
ド
パ
イ

プ
が
設
置
さ
れ
た
。
残
り
３
か

所
に
つ
い
て
も
早
急
な
設
置
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

吉
松
体
育
館
前
遊

具
広
場
へ
の
ト
イ
レ

休
憩
施
設
設
置
に
関
す
る
検
討

状
況
を
伺
う
。ト

イ
レ
休
憩
施
設

設
置
の
必
要
性
は
十

分
感
じ
て
い
る
が
多
額
の
経
費

を
要
す
る
こ
と
か
ら
早
期
の
対

応
は
困
難
な
た
め
ユ
ニ
ッ
ト
ト

イ
レ
や
休
憩
施
設
を
設
置
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
ま
す
。

休
園
中
の
ふ
れ
あ

い
農
園
の
活
用
に
関

す
る
検
討
状
況
は
。

効
果
的
な
利
活
用

の
方
策
は
見
い
だ
せ

て
い
な
い
。
民
間
企
業
へ
の
指

定
管
理
や
譲
渡
も
視
野
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

中村　和博 議員
チェンソーアート大会の見直しを

トップ選手の招聘は続ける町
長

一 般 質 問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

育
成
に
つ
い
て

通
学
路
交
差
点
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

過
去
の
質
問
事
項
の
そ

の
後
に
つ
い
て

遊具広場の仮設トイレ

町
長

町
長

町
長

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

町
長

町
長 問

問問

問

問

問
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E
V
充
電
ス
タ

ン
ド
の
町
内
の
設

置
状
況
を
伺
う
。

町
内
の
E
V
充

電
ス
タ
ン
ド
の
設

置
状
況
は
、
民
間
事
業
者
の
１

か
所
で
あ
り
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
を

目
指
し
て
町
内
の

E
V
充
電
ス
タ
ン
ド
の
普
及

を
促
進
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

国
の
補
助
事
業

等
を
推
進
し
、
検

討
し
ま
す
。

町
が
推
進
す
る

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
い
わ
ゆ

る
デ
ジ
タ
ル
改
革
に
は
、
町
民

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

が
前
提
と
な
る
と
町
長
は
言
っ

て
い
る
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
状
況
を
伺
う
。

令
和
４
年
５
月

31
日
現
在
、
交
付

枚
数
２
，
９
２
８
枚
、
交
付
率

33 

・
44
％
（
交
付
２
，
９
２
８

人
/
人
口
５
，
７
５
７
人
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
数

名
の
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る

と
の
事
で
す
。
町
内
各
地
で
説

明
会
を
開
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え

ば
、
取
得
率
向
上
に
繋
が
っ
て

い
く
と
考
え
ま
す
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率
の
向
上

の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
窓
口
の

時
間
延
長
、
土
日

の
申
請
、
交
付
事
務
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
７
月
か
ら
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
申
請
支

援
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ひ
と
り
親
世
帯

や
町
外
に
働
き
に

出
て
い
る
方
な
ど
役
場
が
開
い

て
い
る
時
間
に
住
民
票
な
ど
が

取
得
で
き
な
い
世
帯
も
多
い
。

わ
ざ
わ
ざ
仕
事
を
休
ま
ず
、
コ

ン
ビ
ニ
や
公
共
施
設（
図
書
館
・

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
で

の
交
付
が
実
現
で
き
れ
ば
、
曜

日
・
時
間
を
気
に
せ
ず
必
要
な

書
類
が
取
得
で
き
ま
す
。
そ
う

な
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
率
の
向
上
に
繋
が
る
の

で
は
と
考
え
る
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
住
民
票

を
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
よ

う
に
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

導
入
に
は
経
費

が
か
か
る
た
め
、

費
用
対
効
果
を
考
え
て
検
討
し

ま
す
。

湧
水
町
は
、
過

去
に
水
害
に
あ
っ

て
い
る
。
ま
た
、
2
０
３
５
年

前
後
に
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

予
測
さ
れ
て
お
り
、
湧
水
町
も

震
度
6
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

古
い
木
造
建
築
家
屋
等
の
半
壊

や
全
壊
、
土
砂
災
害
、
液
状
化

に
よ
る
交
通
ル
ー
ト
の
遮
断
や

二
次
災
害
の
火
災
に
備
え
て
、

今
の
う
ち
か
ら
防
災
・
減
災
の

対
策
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
災
害
対
策
の
資
料
に
備
蓄

品
が
載
せ
て
あ
る
が
、
こ
の
程

度
の
準
備
数
や
品
数
で
は
、
到

底
、
対
応
し
き
れ
な
い
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
、
乾
電

池
、
女
性
の
生
理
用
品
、
年
配

用
紙
お
む
つ
、
赤
ち
ゃ
ん
用
の

粉
ミ
ル
ク
・
お
し
り
ふ
き
、
耳

栓
や
ア
イ
マ
ス
ク
な
ど
生
活
に

必
要
な
も
の
が
不
足
し
て
い
る

と
考
え
る
が
防
災
備
蓄
品
を
増

強
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
も
含
め
、

災
害
対
応
力
を
さ
ら
に
強
化
す

る
た
め
、
女
性
の
視
点
を
取
り

入
れ
、
乳
幼
児
や
女
性
、
お
年

寄
り
に
配
慮
し
た
備
品
の
備
蓄

を
行
い
ま
す
。近

年
各
地
に
設

置
さ
れ
て
い
る
ト

レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
と
は
違
っ
て
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
接
続
可
能
で
、
災

害
時
も
、
け
ん
引
し
て
場
所
を

う
つ
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
通

常
は
宿
泊
施
設
と
し
て
、
災
害

時
は
避
難
所
・
仮
設
住
宅
と
し

て
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
活
用
可
能

で
あ
る
。
避
難
所
と
し
て
使
用

で
き
る
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を

誘
致
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ

ウ
ス
は
、
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
取
り
扱
う
企
業
の
誘
致
又

は
災
害
発
生
時
の
支
援
協
定
等

の
締
結
等
も
視
野
に
検
討
し
ま

す
。

成相　大 議員
EV スタンドの町内の設置状況は

町
長

町
長

問

問

問

問

問

問

民間事業者の１か所のみ

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

一 般 質 問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
用
促
進
に
つ
い
て

湧
水
町
の
防
災
対
策

に
つ
い
て

町
長
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問

施
政
方
針
で
、

令
和
４
年
度
の
早

い
段
階
で
生
活
支
援
、
購
買
力

向
上
の
た
め
商
品
券
給
付
事
業

の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
と
あ

る
が
、
給
付
時
期
は
い
つ
か
。

又
、給
付
額
は
い
く
ら
か
伺
う
。

本
議
会
で
提
案

す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容
ま
で

は
答
弁
で
き
ま
せ
ん
が
、
国
か

ら
の
交
付
金
を
活
用
し
、住
民
、

医
療
従
事
者
及
び
介
護
従
事
者

を
対
象
に
し
て
、
令
和
４
年
度

の
早
い
時
期
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。本

議
会
で
提
案

す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
本
６
月
議
会
中
と
い

う
こ
と
か
。

本
６
月
議
会
中
、

追
加
議
案
に
て
提

案
す
る
予
定
で
す
。

観
光
行
政
の
中

で
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
を
活
用
し
た
事
業
も
観

光
振
興
に
繋
が
る
と
あ
る
が
、

過
去
何
年
も
実
施
し
て
い
る
が

成
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

九
州
の
中
で
も

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
市
町
村
は
無
く
、
作
品
を

鹿
児
島
県
庁
、
鹿
児
島
中
央

駅
、
鹿
児
島
空
港
な
ど
、
県
内

の
主
要
な
場
所
に
展
示
し
た
こ

と
で
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の

町
と
し
て
、
情
報
発
信
で
き
た

こ
と
が
大
き
な
成
果
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

事
で
交
流
人
口
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
が
図
ら
れ
、
第
２
日
曜

日
が
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ

ブ
の
活
動
日
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
外
14
名
の
会
員
が
来
町

さ
れ
、
積
極
的
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。栗

野
岳
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
村
に

設
置
し
て
あ
る
遊
具
等
の
管
理

点
検
等
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

委
託
に
よ
る
年

１
回
の
点
検
を

行
っ
て
い
ま
す
。
点
検
結
果
に

つ
い
て
は
、
Ａ
～
Ｄ
の
範
囲
で

判
定
さ
れ
、
Ａ
は
健
全
で
あ
り

修
繕
の
必
要
が
な
い
。
Ｂ
は
部

分
的
に
劣
化
や
異
常
が
あ
り
部

分
的
修
繕
が
必
要
。
Ｃ
は
重
要

な
個
所
に
部
分
的
な
劣
化
や
異

常
が
あ
り
修
繕
が
必
要
。
Ｄ
は

主
要
部
材
等
に
劣
化
。
異
常
が

あ
り
大
規
模
な
修
繕
又
は
撤
去

が
必
要
な
も
の
で
判
別
さ
れ
ま

す
。
全
体
的
に
ナ
ッ
ト
等
の
腐

食
、
足
場
は
土
砂
の
流
出
等
が

あ
り
ま
す
。
Ｄ
判
定
が
多
い
遊

具
等
に
つ
い
て
は
、
撤
去
等
も

視
野
入
れ
る
必
要
が
あ
る
旨
の

報
告
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

栗
野
駅
前
通
り

の
街
路
灯
の
設
置

の
検
討
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

下
場
土
地
区
画

整
理
事
業
に
お
い

て
、
街
路
灯
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
審
議
会
等
で
要
望
が
だ

さ
れ
検
討
は
し
て
い
ま
す
。
補

助
事
業
等
の
活
用
は
で
き
な
い

か
、
関
係
団
体
等
と
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

メ
ッ
ク
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
㈱
が
４

月
よ
り
本
格
操
業
を
開
始
し
た

が
、
本
町
出
身
の
雇
用
は
何
名

か
。
ま
た
、
本
町
の
企
業
へ
の

発
注
等
は
あ
っ
た
か
伺
う
。

雇
用
状
況
で
す

が
、
新
規
に
75
名

を
採
用
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
う
ち
県
内
が
69

名
、
県
外
６
名
、
本
町
と
関
係

す
る
方
が
６
名
の
雇
用
と
の
こ

と
で
す
。
本
町
の
企
業
と
の
取

引
に
つ
い
て
は
、「
町
内
企
業

と
の
取
引
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。」
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

令
和
３
年
第
２

回
定
例
会
で
同
僚

議
員
の
質
問
に
対
し
、
避
け
て

通
れ
な
い
案
件
だ
と
答
弁
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
検

討
を
さ
れ
た
か
伺
う
。

現
道
の
線
形
に

沿
っ
て
諏
訪
坂
上

り
方
向
右
側
に
設
置
さ
れ
て
い

る
歩
道
を
左
側
に
付
け
替
え
、

歩
道
側
に
設
置
し
て
あ
る
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
を
撤
去
し
て
車
道
を

拡
げ
る
案
と
、
急
カ
ー
ブ
部
分

の
局
部
改
良
を
す
る
案
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

中原　和見 議員
商品券給付時期はいつか

町
長

町
長

問

問

問

早い時期に取り組みたい町
長

問 問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

一 般 質 問

誘
致
企
業
に
つ
い
て

町
道
下
場
老
谷
線
（
諏

訪
坂
）
の
改
良
に
つ
い

て
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都
市
公
園
に
つ

い
て
は
、
区
域
内

（
地
権
者
等
）
の
減
歩
に
よ
り
、

換
地
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

法
律
上
、
公
園
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
須
で
あ
り
、
最
終
的
に

は
ど
の
よ
う
な
公
園
整
備
を
す

る
の
か
伺
う
。下

場
土
地
区
画

整
理
事
業
の
中
心

部
に
位
置
す
る
1
号
公
園
と

西
側
に
位
置
す
る
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
内
の
多
目
的
機
能
を
持

つ
近
隣
公
園
の
2
カ
所
を
地
域

住
民
が
水
と
ふ
れ
あ
う
場
及
び

憩
い
の
場
と
し
て
の
整
備
を
考

え
ま
す
。
ま
た
、
施
工
時
期
に

つ
い
て
は
、
宅
地
造
成
及
び
道

路
等
公
共
施
設
の
整
備
を
優
先

し
事
業
の
進
捗
を
見
な
が
ら
、

地
域
住
民
の
意
見
や
利
用
状
況

を
考
慮
し
整
備
を
進
め
た
い
と

考
え
ま
す
。

公
共
施
設
（
地

区
公
民
館
・
商
工

会
館
）
は
、
既
存
の
施
設
を
活

用
す
る
の
か
、
新
築
す
る
の
か

整
備
方
針
に
つ
い
て
。

西
下
場
地
区
公
民

館
及
び
商
工
会
館
に

つ
い
て
は
、
仮
換
地
指
定
を
行

い
、
建
物
補
償
調
査
及
び
補
償

額
を
算
定
し
、
各
関
係
団
体
及

び
地
域
住
民
等
の
意
見
を
聞

き
、
整
備
方
針
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

財
政
的
に
優
位
な
他
事
業
等
の

検
討
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

区
画
整
理
に
よ

り
自
治
会
の
再
編

が
必
要
で
は
な
い
か
。

現
在
、
下
場
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ

る
宅
地
造
成
及
び
公
共
施
設
の

整
備
に
よ
り
、
従
前
の
自
治
会

の
範
囲
、
環
境
等
が
変
化
し
て

お
り
、
今
後
は
事
業
の
進
捗
に

伴
い
換
地
処
分
に
よ
る
字
名
、

字
界
及
び
地
番
を
確
定
す
る
作

業
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
自

治
会
は
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
る
共
通
の
利
益
の
促

進
、
地
域
自
治
の
た
め
の
任
意

団
体
で
あ
り
、
自
治
会
の
再
編

に
は
、
自
治
会
の
保
有
す
る
財

産
等
の
取
り
扱
い
も
含
め
、
そ

こ
に
居
住
さ
れ
る
地
域
住
民
の

皆
様
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
区
の

考
え
方
な
ど
、
今
後
、
お
聞
き

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

専
門
職
の
採
用

は
、
計
画
ど
お
り

で
き
た
か
伺
う
。

専
門
職
と
し
て
、

令
和
２
年
度
は
、

土
木
技
師
を
、
令
和
３
年
度
は

保
健
師
の
採
用
を
計
画
し
、
採

用
試
験
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
計

画
ど
お
り
の
採
用
が
で
き
ま
し

た
。

自
治
会
、
水
利

組
合
、
個
人
等
、

永
年
に
わ
た
り
下
払
い
等
を
行

い
管
理
し
て
き
ま
し
た
が
、
人

口
減
少
及
び
高
齢
化
等
に
よ
り

管
理
は
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

て
き
た
。
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
と

連
携
し
て
管
理
が
出
来
な
い
か

伺
う
。

栗
野
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
入
り
口

付
近
の
側
道
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
除
草
作
業
を
地
域
自
治

会
の
方
々
等
に
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
高

速
道
路
法
面
の
草
の
繫
茂
が
著

し
く
、
ま
た
管
理
用
の
フ
ェ
ン

ス
も
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
除
草
作
業
の
負
担
が
大
き

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
10

月
に
も
地
域
の
方
々
か
ら
要
望

が
あ
り
、
西
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
に
要
請
し
、
除
草
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
質
問
に
あ
る

と
お
り
、
現
在
除
草
作
業
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域

自
治
会
等
の
人
口
減
少
や
高
齢

化
の
状
況
も
西
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
に
説
明
し
、
側
道
の

除
草
等
を
定
期
的
に
実
施
し
て

も
ら
う
よ
う
要
請
し
ま
す
。

町
長 問

問

問

宗　照夫 議員
下場土地区画整理事業の推進について

関係団体及び地域住民等の意
見を聞き検討

町
長

町
長

町
長

一 般 質 問

職
員
採
用
計
画
に
つ

い
て

栗
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
側
道
管
理
に

つ
い
て

町
長

町
長

問問

地区公民館及び商工会館

１号公園
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昔
な
が
ら
の
「
役

所
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
一
新
し
、
待
合
所
な
ど
誰

も
が
気
軽
に
訪
れ
や
す
い
環
境

整
備
を
推
進
し
た
い
が
、
次
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｂ
Ｇ
Ｍ
（
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
背
景
音
楽
）

の
流
れ
る
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ

の
よ
う
な
待
合
室
の
設
置
に
つ

い
て
。

Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
、
癒
し
効
果
や
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
試
験
的
運

用
を
行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
待
合
所
の
設
置
に
当

た
っ
て
は
、
大
が
か
り
な
工
事

で
は
な
く
、
住
民
や
職
員
等
の

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
デ
ザ
イ

ン
装
飾
し
住
民
等
が
気
兼
ね
な

く
利
用
で
き
る
環
境
を
作
る
考

え
は
な
い
か
。Ｂ

Ｇ
Ｍ
を
導
入

し
て
い
る
自
治
体

で
は
、
癒
し
効
果
や
リ
ラ
ク
ッ

ス
効
果
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
か
ら
は

「
仕
事
に
集
中
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た

と
の
事
で
す
。
そ
こ
で
、
本
町

に
お
い
て
も
試
験
的
な
運
用
を

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
待
合
所
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
住
民
等
が
気
兼
ね
な
く
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
待
合
所
を
設
置
す
る
ス

ペ
ー
ス
の
課
題
が
あ
り
、
研
究

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

総
合
案
内
係
の

設
置
に
つ
い
て
。

住
民
等
が
、
役
場
を
訪
れ
た

際
に
、
総
合
案
内
係
が
「
何
課

に
御
用
で
す
か
」
な
ど
と
、
声

を
掛
け
要
件
を
伺
う
こ
と
で
住

民
等
も
安
心
感
が
生
ま
れ
、
円

滑
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
図
れ
る

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

総
合
案
内
係
の

設
置
に
つ
い
て
は
、

現
職
員
数
を
考
え
る
と
、
専
門

の
係
を
設
け
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
職
員
に

対
し
、
困
っ
て
い
る
来
庁
者
へ

の
積
極
的
な
声
か
け
な
ど
指
導

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
大
型
事

業
や
繁
忙
期
で
来
庁
者
が
多
く

見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
総
合
案

内
で
き
る
職
員
を
窓
口
へ
配
置

す
る
な
ど
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

以
前
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
む
ら
づ

く
り
実
践
方
策
は
、
現
在
、
地

区
等
か
ら
の
個
別
の
要
望
に
よ

り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
地
域
が

抱
え
る
課
題
、
要
望
等
、
地
域

住
民
の
声
を
聴
く
良
い
手
段
、

機
会
で
あ
り
、「
小
さ
な
ま
ち
」

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
取
り
組
み

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
が
、

む
ら
づ
く
り
実
践
方
策
を
個
別

の
要
望
方
式
と
し
た
理
由
は
何

か
伺
う
。
ま
た
、
全
自
治
体
を

対
象
に
、
再
度
、
む
ら
づ
く
り

実
践
方
策
の
要
望
を
と
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

毎
年
、
実
施
可

能
な
範
囲
を
大
き

く
上
回
る
要
望
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
年
次
的
に
実
施
す
る
た

め
、
区
長
会
を
通
じ
、
地
区
内

で
緊
急
性
を
要
す
る
も
の
を
要

望
と
し
て
頂
く
方
式
と
し
て
お

り
ま
す
。
当
面
の
間
は
、
緊
急

を
要
す
る
も
の
を
要
望
し
て
頂

く
方
法
で
実
施
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

経
年
劣
化
に
よ

り
傷
ん
で
い
る
路

線
が
見
ら
れ
る
。
路
面
舗
装
の

割
れ
、
陥
没
や
路
面
標
示
、
白

線
（
車
線
、
停
止
線
、
横
断
歩

道
等
）が
消
え
た
り
、薄
く
な
っ

て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
交
通
安

全
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ

る
と
思
う
が
、
路
面
状
況
の
把

握
は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
補
修
及
び
整
備

計
画
に
つ
い
て
併
せ
て
伺
う
。

町
道
等
の
状
況

は
、
職
員
が
通
常

業
務
時
で
現
場
等
を
行
き
来
す

る
際
の
把
握
、
当
初
予
算
等
の

予
算
編
成
前
の
把
握
、
そ
し
て

住
民
、
自
治
会
、
地
区
か
ら
の

情
報
提
供
及
び
要
望
を
基
に
把

握
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
補
修

及
び
整
備
計
画
は
、
令
和
元
年

度
ま
で
実
施
し
て
い
た
む
ら
づ

く
り
実
践
方
策
と
そ
れ
以
降
に

先
に
述
べ
た
情
報
把
握
で
確
認

で
き
た
箇
所
を
基
に
整
備
の
必

要
性
等
を
検
討
し
、
計
画
を
立

て
補
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、簡
易
な
補
修
に
つ
い
て
は
、

職
員
や
建
設
作
業
班
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

町
長

町
長

田原　寛文 議員
住民等が訪れやすい庁舎の環境整備について

町
長

町
長

問

問

BGM については，試験的運
用を検討

町
長

問

問

一 般 質 問

む
ら
づ
く
り
実
践
方

策
に
つ
い
て

町
道
等
の
維
持
管
理

及
び
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
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住
民
の
命
を
災

害
か
ら
守
る
た
め
、

高
齢
化
率
の
高
い
中
で
安
全
に

避
難
さ
せ
る
た
め
の
個
別
避
難

計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

防
災
研
修
を
開

催
し
、
避
難
に
つ

い
て
考
え
計
画
を
た
て
活
動
を

地
域
で
推
奨
し
て
お
り
ま
す
。

個
別
避
難
計
画
は
こ
れ
ら
の
計

画
を
策
定
す
る
中
で
整
理
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
真
に
支
援

が
必
要
な
要
支
援
者
を
支
援
で

き
る
体
制
を
検
討
し
、
実
効
性

の
あ
る
計
画
の
策
定
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。災

害
備
蓄
品
の

保
管
は
分
散
配
置

が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
備
蓄
品
に
つ
い
て
の
収
納

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

備
蓄
品
の
賞
味

期
限
等
の
管
理
に

つ
い
て
は
十
分
な
監
視
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
柔
軟
な
備

品
配
給
が
で
き
る
よ
う
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
時
の
避
難

所
に
お
け
る
ト
イ

レ
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。
ト
イ
レ
は
半

分
が
和
式
と
な
っ
て
お
り
足
腰

の
弱
い
高
齢
者
は
大
変
な
思
い

を
さ
れ
る
。
ト
イ
レ
対
策
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
は
。

全
部
洋
式
は
難

し
い
。
洋
式
を
増

設
し
て
い
く
と
い
う
考
え
で
今

後
推
進
を
し
て
い
き
た
い
。

日
ご
ろ
か
ら
危

険
個
所
や
避
難
場

所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
た
め

に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
大
変

役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
が
、
見

た
こ
と
も
な
い
、
聞
い
た
こ
と

も
な
い
、
そ
う
い
う
声
を
聞
き

ま
す
。
地
域
住
民
に
周
知
し
説

明
を
何
回
も
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
納
得
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
地
区
ご
と
の
説
明
を
何
回

ぐ
ら
い
さ
れ
る
の
か
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
を
活
用
し
た

各
地
区
で
の
防
災
計
画
、
そ
う

い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
順
次

や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
分
か
り

に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
な
る
べ
く
早
め
に
各
地
区

を
巡
回
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

回
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
け

れ
ば
多
い
ほ
ど
い
い
ん
で
す

が
、
地
域
の
意
見
も
あ
り
ま
す

の
で
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

災
害
対
応
に
女

性
が
主
体
的
に
参

画
す
る
こ
と
で
、
女
性
と
男
性

の
ニ
ー
ズ
の
違
い
に
十
分
配
慮

す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
で
の

防
災
向
上
に
繋
が
っ
て
い
く
と

考
え
る
が
町
長
の
考
え
は
。

女
性
な
ら
で
は

の
視
点
、
男
性
に

は
分
か
ら
な
い
部
分
も
あ
る
と

思
い
ま
す
、
女
性
の
登
用
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

は
、
危
機
管
理
行

政
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
落
雷
に
よ
り
機

器
が
破
損
し
、
い
ざ
と
い
う
時

に
放
送
が
で
き
な
か
っ
た
わ
け

で
す
が
、
落
雷
リ
ス
ク
対
策
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

昨
年
の
落
雷
被

害
を
踏
ま
え
た
対

策
と
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ

と
信
号
処
理
部
の
間
に
避
雷
器

を
設
置
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ

へ
の
給
電
装
置
を
信
号
処
理
部

内
蔵
か
ら
外
付
け
に
変
更
す
る

対
策
を
講
じ
ま
し
た
。
落
雷
な

ど
あ
ら
ゆ
る
自
然
現
象
に
よ
る

被
害
を
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で

あ
り
ま
す
が
、
万
が
一
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
ア
ン
テ
ナ
経
由
で
誘
導
雷
が

侵
入
し
た
場
合
で
も
、
給
電
装

置
だ
け
の
交
換
で
す
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
、
現
地
で
の
即
時
復

旧
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

交
換
さ
れ
た
と

こ
ろ
の
検
査
と
か

確
認
作
業
を
行
っ
た
の
か
伺

う
。

担
当
課
で
確
認

し
て
お
り
ま
す
。

森山　マスミ 議員
個別避難計画の策定状況は

町
長

町
長 問

問 問

実効性のある計画策定に努め
る

町
長

問
危
機
管
理
対
策
等
に

つ
い
て

問

町
長

町
長

一 般 質 問

問

町
長問町

長

町
長
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議  会  の  動  き
月 日 曜日 議会の動き

4　
　
　
　
　

月

1 金 ・年度始め式及び辞令交付式 
・勝栗神社春の例祭及び本殿修復事業の竣工祭

7 木 ・議会広報編集特別委員会

8 金 ・湧水町馬頭観世音祭 
・転入教職員宣誓式

13 水 ・議会広報編集特別委員会

15 金 ・アーモンド生産組合総会

19 火 ・県市町村連携会議（旧 県政説明会）

20 水 ・議会広報編集特別委員会

21 木 ・枯れ葉剤関係説明会 
・例月出納検査（～２２日まで）

27 水 ・議会広報編集特別委員会

５　
　
　
　
　

月

9 月 ・町防災会議

10 火 ・議会災害等調査特別委員会

12 木
・議会運営委員会 
・議員全員協議会 
・議会活性化等調査特別委員会

13 金 ・青少年育成会町民会議役員会

16 月 ・川内川上流河川改修期成同盟会理事会 
・川内川改修促進期成会理事会

17 火 ・県町村議会議長会臨時総会 
・県町村議会議長会議員研修会

18 水 ・第１回臨時会本会議 
・議員全員協議会

19 木 ・町農業農村推進協議会

23 月 ・全国和牛能力共進会（姶良春季畜産共進会）

24 火 ・議会運営委員会 
・例月出納検査（～ 25 日まで）

月 日 曜日 議会の動き

５　
　

月

25 水 ・奨学金選考委員会

26 木 ・議員全員協議会

30 月 ・メックインダストリー（株）完成祝賀会

31 火 ・燃ゆる感動かごしま国体
・かごしま大会実行委員会第８回総会

６　
　
　
　
　

月

1 水 ・高原フェスタ第１回実行委員会

2 木 ・議会運営委員会 
・JR 吉都線利用促進協議会総会

3 金 ・議員全員協議会

7 火 ・第２回定例会議会本会議（開会・上程） 
・各常任委員会

8 水 ・議員全員協議会

10 金 ・議会本会議（採決） 
・町人権同和教育推進会議

15 水 ・伊佐湧水消防組合議会臨時会

16 木 ・本会議（一般質問）　　

17 金 ・本会議（一般質問）　　

20 月 ・伊佐北姶良環境管理組合勉強会

22 水 ・県際広域バス対策協議会総会

23 木 ・例月出納検査（～ 24 日まで）

24 金 ・議会運営委員会 
・議員全員協議会

28 火 ・最終本会議　 
・議員全員協議会

30 木 ・自衛隊中央要望（～７月１日まで）

「開かれた議会」づくりとして，
　　　　　　　　　　議会中継の配信を始めました。
〇インターネットを通じて、
　　YouTube（ユーチューブ）でも視聴できます。

　【YouTube チャンネル　「湧水町議会」 URL】
　https://www.youtube.com/channel/UCN82z1DuKBMDmJ7Wi5604gg　

〇役場両庁舎１階ロビー設置のモニターでも視聴できます。

▼ こ
ち
ら
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
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編後
集記

傍聴にお越しください。
 次の定例会は９月上旬開催予定です。次の定例会は９月上旬開催予定です。

　

短
い
梅
雨
が
明
け

い
き
な
り
の
酷
暑
、

そ
の
後
ま
た
梅
雨
末

期
の
よ
う
な
大
雨
、

そ
し
て
今
、
夏
本
番
の
酷
暑
、
と

例
年
と
違
う
天
候
に
身
体
が
悲
鳴

を
上
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
本
号
の
記
事
は
六
月
の

第
二
回
議
会
定
例
会
の
内
容
が
主

な
も
の
で
、
町
民
の
皆
様
に
見
て

も
ら
え
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目

指
し
て
み
ん
な
で
編
集
作
業
に
奮

闘
し
ま
し
た
。
議
決
事
項
等
の
説

明
は
な
る
べ
く
具
体
例
を
示
し
分

か
り
や
す
い
も
の
に
す
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余

地
が
沢
山
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
ど
う
ぞ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
中
村
和
博
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委  

員  

長 　
田
原　

寛
文

　

副
委
員
長 　
成
相　
　

大

委
　
　
員 　
宗　
　

照
夫

同    　
小
川　
　

忍

　
　
　
　

同    　
中
村　

和
博

　

同    　
橋
元　

義
嗣

２，４，５－ T系除草剤の埋設位置を特定するた
めの調査を本年度中に実施

　全国の国有林
にダイオキシン

を含む除草剤が半世紀前から埋設さ
れている問題に対し，この埋設物が
所在する屋久島町，伊佐市，南九州
市，肝付町及び湧水町の県内 5 市
町議会の連名による「埋設処理され
た２，４，５－ T 系除草剤の撤去に
関する要望書」を作成しました。
　7 月 20 日，５市町議会を代表し，
仮屋良二湧水町議会議長が，森山良
和伊佐市議会議長と小里泰弘衆議院議員と共に林野庁を訪問し，同庁の織田央（おりたひ
ろし）長官に要望書を直接提出し，早急な対応を要望しました。
　これに対し林野庁は，本町における埋設位置を特定するための調査を本年度中に実施す

ることを明らかにしました。埋められた場
所の近くで民間業者が地熱発電所や観光施
設の整備を予定しているため，撤去を念頭
に先行し進めていただけるようです。
　なお，同様の要望書を，農林水産省の金
子原二郎（かねこげんじろう）大臣にも提
出いたしました。

国国にに
要望書を要望書を
提出提出
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